
1 

 

阿智村教育委員会 令和元年 12月定例会会議録 

 

○ 会議日時 令和元年 12月 24日(火)  午後 1時 30分 

 

○ 会議場所  阿智村中央公民館 会議室 

 

○ 出席者  教育長：黒柳紀春 教育長職務代理：原 勝人 

委 員：原 彰彦 委員：熊谷 歩  委員：熊谷恒雄 

【事務局】 

教育次長：熊谷修一（全体進行） 

公民館兼社会教育係長：川上 悟 子育て支援室長：島岡佐喜子 

保育園長：原 満 学校教育係：村田浩一 

 学校教育専門主事：羽生武彦 学校教育専門主事：佐々木豊 

（欠席者 学校給食係長：石原哲成） 

 

１ 教育長あいさつ 

  本年度教育委員会が計画した事業のかなりの部分が年末までに達成できてい

る。職員のスピ－ディ－な業務の遂行に感謝する。 

○12月議会一般質問について 

（白澤明議員） 

「子供の居場所としての保健センターの現状と課題」 

放課後の子どもの居場所が不十分との指摘。確かに、保健センターは多様な

機能を持った施設であるため子どもの居場所としての機能を十分に果たして

いるわけではない。第二期子ども子育て支援事業計画の方針の中に保健センタ

ーのあり方について専用施設の建設も視野に入れて検討したい。また、わいＷ

ａｉ公園周辺整備の中で居場所としての施設の検討をしてまいりたい。 

「保育園の芝生化」 

令和２年度は伍和、智里東両園で実施予定。 

「正規保育士の増加」 

今後とも必要な人数を確保してまいりたい。 

「保育士の現場の動揺について」 

今秋より正副園長・主任会に教育長と次長が出席し、教育委員会の施策や事

業について詳しく説明をしている。 

「伍和、智里東保育園の建て替えについて」 

両園とも耐震改修工事は済んでおり安全面での心配はない。直ちに改修を行

う予定はないが、両園ともハザードマップ上の危険地域にあり建て替えとなれ

ば移転も含めて検討する必要がある。 

「伍和保育園の未満児保育の導入について」 
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保育士不足でなかなか人が集まらないが検討してまいりたい。 

（寺田眞由美議員） 

「高齢者クラブの会員減少について」 

高齢者福祉のみでなく、地域づくりに積極的に関わって村を支えていただく

視点から自治会と連携して対応してまいりたい。 

（吉川優議員） 

「学校の環境整備について」 

浪合小学校を除く全小中学校に空調設備を整備し稼働している。 

○会計年度任用職員について 

パートタイム（１号）とフルタイム（２号）に分けられる。教育委員会で雇用

する職員の多くはフルタイム任用職員になる。 

○浪合小学校の公務災害について 

事故報告書が提出された。教育委員会として指導してまいりたい。 

 

 

（原彰彦委員） 

  正副園長・主任会には教育長と次長は最後まで出席しているのか。 

（教育長） 

  指示伝達まで。 

（原彰彦委員） 

  浪合の事故で懸念されることは、安全は確かに大切だが危ないからといって

子どもたちが体験をしないでいると足りない部分が出てくる。ある意味体験さ

せるという配慮も考えていかないといけない。 

（原勝人委員） 

  浪合小の件で、若い講師は経験がないので十分な判断ができない。若い講師

の指導については村がなお一層さまざまな角度から支援体制をとっていく必要

がある。 

  

２ 議事事項 

（１）学童保育利用者負担金の算定方法の変更について 

・子育て支援室長説明 

（原彰彦委員） 

月額にした時に利用が少ない保護者からの意見はなかったか。 

（子育て支援室長） 

昨日の説明会ではそのような意見はでなかった。参加者の多くは毎日利用

している方。出席しなかった方がどうか思っているかということだと思う。 

  （原彰彦委員） 

    そのような方が言ってきたらどうするか。 

  （子育て支援室長） 
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    連絡のあった欠席者には主な内容を説明した。また連絡なく欠席した方に

は資料で説明してまいりたい。 

  （熊谷歩委員） 

    夏休みに学童支援に入ってみて、日額だと「行きます」といっていながら

突然キャンセルし当たり前のように来ない子どもがいる。おやつや支援員も

準備している。月額の方がよいと思う。 

（熊谷恒雄委員） 

   この変更案は今後どのように進めていくのか。 

（教育長） 

   庁内の法規審査委員会、次に議会にかけて審議する。 

（熊谷恒雄委員） 

   保護者への説明は。反応はなかったか。 

（子育て支援室長） 

   会議の席ではなかった。 

（熊谷恒雄委員） 

   支援員はどう考えているのか。事務処理は実際煩雑だと思う。請求処理の

明確化、効率化が大きな要因だと思う。この負担が減ることによって子ども

により目をかけることができる。定額というのは非常に大事だと思う。 

（熊谷歩委員） 

   他の市町村では低学年のみの学童が多いと聞くがどうか。 

（子育て支援室長） 

   基本的には、運営指針で学年を理由に断ってはいけないとなっている。募

集については１年生から６年生まで平等に募集する。ただ、市町村の審査基

準の中で低学年を優先としており、高学年が入れないという事情が多くある。

飯田市では希望が多くて入れないということで、申し込み書を出さない施設

もある。申し込んでも入れないのが実情。阿智村でも低学年優先になってい

るが、本当に必要な高学年が学年を理由に断らなければならない。年に何回

か利用したい低学年のために必要な子どもが入れない点も問題である。年に

数回しか利用しない方には別の形でフォロ－していけるように対応したい。 

（原勝人委員） 

   原則賛成。事務の効率化は保護者でもわかりづらいですが、きちんと進め

ていく方向がよいと思う。さらに効率化を進めることが大事だと思う。 

（教育長） 

  大枠で承認いただけるということでよいでしょうか。これからの審議過程で

若干の調整があることも想定されます。大きく変更されるようであれば再度教

育委員会にかけますが、微調整であれば事後報告にさせていただきたい。 

・原案通り承認。 

（２）阿智村教育員会の共催及び後援等に関する取扱い基準 

 ・教育次長説明 
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 （原勝人委員） 

   ３条の（1）地方公共団体は長野県、阿智村という理解でよいか。 

 （教育次長） 

   それと後、広域連合などがある。 

 （原勝人委員） 

   ３条の（2）学校の連合体とは。 

 （教育次長） 

   学校の西部支会などだが、運用する中で考えていきたい。 

（原勝人委員） 

  ７条の、教育委員会が共催の場合経費の負担はしないということで、共催で

あっても経費の負担はしないという立場でよいか。原則なので、状況に応じて

は予算を出すということでよいか。 

（教育次長） 

  そのとおり。原則なので例外もある。 

（原彰彦委員） 

  早速、基準を示していただきありがとうございました。 

（熊谷恒雄委員） 

  これは初めてできたものか。 

（熊谷教育次長） 

  従来、基準はなかった。 

（熊谷恒雄委員） 

  取扱い基準とは。 

（熊谷教育次長） 

  公的なものとして位置づけられる。 

（熊谷恒雄委員） 

  ４条に教育長の専決とあるので、教委にかけるのは判断がつきかねるところ

だけにしてもらえばよい。 

（教育長） 

  他の教育委員会もこのような基準で行っている。過去に承認した申請でも内

容が変更されたような場合には教委にかける。 

（熊谷歩委員） 

  文章化してもらい、ありがたい。 

・原案承認。 

（３）後援申請について 

   「飯田冬季中学生サッカー大会」（飯田サッカー協会） 

  ・承認。 

  「昼神温泉 予祝 和来座」（和力 加藤木朗） 

  ・不承認。 
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４ 協議事項 

（１）令和２年度予算編成に向けて 

 ・教育次長説明 

（原彰彦委員） 

   子どもたちの居場所だが、関田地区の農地が荒れている。子どもたちが遊

べる公園ができるとよい。 

（２）通学合宿アンケートについて 

 ・教育長説明 

（熊谷恒雄委員） 

   育遊会の組織がよくわからない。説明があればよい。 

（教育次長） 

   ＮＰＯ法人になっている。浪合通年合宿センター、遊学館、銀河もみじキ

ャンプ場の運営をしている。理事長は寺澤善周さん。 

（原勝人委員） 

   通学合宿を村として取り組んでいることは非常に良いことだと思っている。

基本的な生活習慣を身につけることが大事で、行事を押し込むことに無理が

ありこれが問題だと思う。すっきりした形にすることがよい。 

（原彰彦委員） 

   原委員に賛成。シンプルにしてやっていく。そうでなければ、夏休み等に

実施すればよい。 

（熊谷歩委員） 

   アンケートを見る限り第一小は来年度やるという親は少ない。親の話はす

ぐ下につながっていく。子どものアンケートをみたい。 

（教育長） 

   課題になっている学校では、校長や教頭が保護者の聞き取りをして来年度

の参考とする。 

（３）清内路小学校複式学級導入に係る対応について 

  ・羽生学校教育支援主事説明 

  （原彰彦委員） 

    主に出された地域の意見を聞きたい。 

（羽生学校教育支援主事） 

    進め方に対する意見が圧倒的に多かった。丁寧にとか、時間をかけて説明

してほしいとか。複式学級の必要性については丁寧に説明したが、あまりご

意見はなかったので、複式学級の必要性については受け留めていただけたも

のと思っている。 

（教育長） 

地区の方や保護者に視察に行っていただく機会を設ける。公開授業も実施

する。このような進め方で１月中には理解を得たいと考えている。 
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５ 報告・連絡事項 

 （１）各係より 

  ・令和元年度全国学力・学習状況調査の広報について 

  （原勝人委員） 

    分析をしてきちんと村民に知らせることが必要。中学校の低さが目に入る。

結果に対しては今後の取り組みが必要。 

・ＩＣＴ機器の整備と活用状況について 

  ・ふるさと学習発表会について 

  ・保育園庭芝生化事業について 

  （原彰彦委員） 

    しっかり声を聞いて実施してもらいたい。 

  （教育長） 

    伍和と智里東で保護者説明会を実施している。予算が認められたら再度説

明会を行う予定。 

  （熊谷恒雄委員） 

    子どもたちが実施の前と後でどう感じているかがはっきりすると良い。 

 （２）１月定例教育委員会の開催日について 

・１月 17日（金）午後１時 30分  

 

（閉会 午後３時 50 分） 

 

                署名・捺印 

 

                教育長 

 

                教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


